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成人式
　１月 12 日 ( 日 ) 苫前町公民館で令和２年苫前町成
人式が行われた。久しぶりの友人との再会に仲間同士
で写真を撮ったり、おしゃべりをしながらお互いの情
報交換をしていた様子だった。
　小学校、中学校の担任の先生方がサプライズ登場に
より新成人にお祝いの言葉を贈ったほか、苫前町豊饒
太鼓保存会による迫力ある演奏のアトラクションが行
われた。
　新成人の皆さんには夢や希望を追い求める舞台とし
て「ふるさと苫前」を選択してもらいたい。

■令和２年苫前町成人式･･･２
■シリーズ苫前商業高等学校ほか･･･３
■苫前地区コミュニティセンター建設･･･４～５
■健康ばんざい･･･６
■地域包括ケアだより･･･７
■後期高齢者医療ガイド･･･８
■国民年金ほか･･･９
■学びの広場･･･10
■住まいる情報･･･11～13
■議会だよりNo.118･･･14～19
■ちびっこギャラリー･･･20

まちの人口
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１
月
12
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
公

民
館
に
お
い
て
令
和
２
年
苫
前
町
成
人

式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

今
年
の
対
象
は
男
女
あ
わ
せ
て
32
名

が
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
、

う
ち
男
性
12
名
、
女
性
13
名
の
計
25
名

が
式
へ
出
席
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
受
付
を
済
ま
す

と
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
と
笑

顔
で
談
笑
す
る
姿
や
友
人
同
士
で
写
真

撮
影
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

式
辞
で
池
田
文
敏
教
育
長
が
「
日
本

の
各
地
で
豪
雨
災
害
は
繰
り
返
さ
れ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
世
界
の
環
境

は
よ
り
深
刻
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。「
国
連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
」
で

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
16
歳
の
少
女
が

環
境
問
題
に
つ
い
て
演
説
を
し
た
り
と
、

世
界
で
は
10
代
の
活
動
が
随
分
と
活
発

化
し
て
い
る
が
皆
さ
ん
は
、
世
の
中
の

動
き
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
変
化
の
激

し
い
社
会
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
出
会
い
と
一
つ

ひ
と
つ
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
い
つ
か

必
ず
大
き
な
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
」

と
新
成
人
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
、
千
葉
大
翔
さ
ん

と
瀬
川
桃
愛
さ
ん
が
「
社
会
の
一
員
と

し
て
の
き
ま
り
を
守
り
、
互
い
に
助
け

合
う
こ
と
を
心
に
銘
記
し
、
責
任
あ
る

行
動
の
も
と
努
力
し
続
け
社
会
の
一
員

と
し
て
の
き
ま
り
を
守
り
、
互
い
に
助

け
合
う
こ
と
を
心
に
銘
記
し
、
責
任
あ

責任と自覚を！ －新成人おめでとう－

る
行
動
の
も
と
努
力
し
続
け
ま
す
」
と

力
強
く
宣
誓
を
行
っ
た
。

　

福
士
敦
朗
町
長
は
「『
今
日
か
ら
大
人

の
仲
間
入
り
だ
』
と
言
わ
れ
て
も
、
喜

び
の
反
面
、
戸
惑
い
も
あ
る
こ
と
と
思

う
が
、
こ
れ
か
ら
は
社
会
・
地
域
の
担

い
手
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ
と

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
苫
前
の
価
値
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
守
り
続
け
、
も
っ
と
磨
き
、
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
で
、「
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し

て
い
け
る
苫
前
」
で
あ
る
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
翼

を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
若
い
力
の
参
画

を
強
く
求
め
、「
ふ
る
さ
と
苫
前
」
を
若

い
皆
さ
ん
の
夢
や
希
望
を
追
い
求
め
る

舞
台
と
し
て
選
択
し
て
ほ
し
い
、
次
代

を
担
う
新
た
な
感
覚
や
情
熱
を
発
揮
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
願
っ
て
い
る
」

と
、
阿
部
俊
一
議
長
は
「
人
は
誰
で
も

一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
、
多
く
の

人
々
の
知
恵
を
寄
せ
合
い
人
と
人
の
結

び
つ
き
、
地
域
の
繋
が
り
、
絆
や
感
謝

の
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
社
会
は

常
に
変
化
す
る
が
そ
の
社
会
を
変
え
る

原
動
力
と
な
り
飛
躍
さ
れ
る
こ
と
を
念

願
し
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

成
人
意
見
発
表
で
は
、
教
員
を
目
指

し
て
現
在
大
学
で
勉
強
中
の
永
井
壱
聖

さ
ん
が
「
高
校
進
学
に
伴
い
、
両
親
や

地
元
の
友
人
と
離
れ
た
が
、
新
天
地
の

友
人
や
地
元
の
友
人
の
支
え
が
あ
り
、

大
学
で
色
々
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
、
仲
間
の
存
在
は
、
宝
物
の
１
つ
、

両
親
や
仲
間
の
恩
に
応
え
る
た
め
、
失

敗
を
恐
れ
ず
何
事
も
挑
戦
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

同
じ
く
、
教
員
を
目
指
し
て
現
在
大

学
で
勉
強
中
の
林
寿
実
玲
さ
ん
は
「
小

中
学
校
で
は
、
友
人
と
笑
い
あ
い
、
時

に
は
喧
嘩
を
し
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

友
情
を
深
め
た
。
高
校
か
ら
は
夢
を
追

い
か
け
旭
川
の
学
校
に
進
学
。
努
力
の

末
第
一
志
望
の
大
学
で
教
員
を
目
指
し

日
々
勉
強
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
成

長
は
、
先
生
、
地
域
の
方
々
、
そ
ば
で

支
え
て
く
れ
た
両
親
の
お
か
げ
。
こ
れ

か
ら
は
自
分
が
支
え
る
立
場
に
回
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
こ
れ
か

ら
の
決
意
を
述
べ
た
。

　

こ
の
成
人
式
に
は
当
時
新
成
人
を
受

け
持
っ
た
学
校
の
先
生
も
参
加
、
教
え

子
を
目
の
前
に
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
る
と
、
笑
顔
を
浮
か
べ
る
新
成
人

も
見
ら
れ
、
式
典
終
了
後
も
先
生
や
友

人
を
交
え
、
談
笑
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

令和２年 苫前町成人式
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「高校３年間の思い出」
地域で守り育てよう　私たちの苫前商業高等学校

　苫前商業高校に入学してから、あっという間に卒業が近づいてきました。無事に進路も決まり、この時期
を迎えることができたことを大変うれしく思います。この３年間は、たくさん思い出が詰まった日々でした。
　中学校を卒業し高校に入学した３年前は、いろいろなことが初めてのことばかりでとても新鮮でした。初
めての学校祭では、事前準備からみんなで案を出し合い、より良いものにしようと協力し合って取り組むこ
とができました。模擬店や、縁日、そしてクラスパフォーマンスを成功することができたことが、１年生の
一番の思い出です。
　２年生になると、高校生活で一番大きな行事である見学旅行がありました。事前に自主研修で行きたいと
ころを班の仲間と相談して決め、スケジュールを組み、実際に見学できたことが自信となりました。自主研
修以外にも、ユニバーサルスタジオなどクラス全員で行きました。どの研修も、友達と一緒に楽しむことが
できたことが、最高の思い出となっています。
　そして３年生。いろいろな行事などすべてが、「高校生活最後の～」となり、だからこそ、最後までより良
いものにしようと協力し合うことができました。その中でも、３年間
商業高校で学んできたことの集大成である「スマイルウインド（販売
実習会）」。札幌で行ったスマイルウインドでは、日頃課題研究という
授業で商品開発を目指してきた、米粉のお菓子「もちもち米べー（も
ちもちべいべー）」を完売することができました。生徒数が少ない分、
多くのことを同時進行で取り組むことが大変でしたが、その分大きな
達成感を持つことができました。
　苫前商業で学んだことをこれからの進学先でも活かすことができる
ように、新たな世界で頑張っていきたいと思います。

北海道苫前商業高等学校　３年　　森　　　柊　馬　

苫前町の新米を学校給食に ～ JA 苫前町水稲推進部会～
　

12
月
９
日
（
月
）
苫
前
町

農
業
協
同
組
合
水
稲
推
進
部

会
（
村
上
親
之
部
会
長
）
３

名
が
教
育
長
室
を
訪
問
し
、

今
年
収
穫
し
た
「
な
な
つ
ぼ

し
」
３
俵
を
寄
贈
し
た
。

　

水
稲
推
進
部
会
で
新
米
の

寄
贈
は
今
年
で
３
年
目
と
な

る
。

　

村
上
部
会
長
は
「
小
中
学

生
に
苫
前
の
お
米
を
た
く
さ

ん
食
べ
て
、
苫
前
を
離
れ
て

も
お
米
の
味
で
苫
前
を
思
い

出
し
て
ほ
し
い
」と
述
べ
た
。

　

池
田
教
育
長
は
「
苫
前
の

お
米
は
と
て
も
好
評
で
お
代

わ
り
を
す
る
子
ど
も
も
い

る
、
た
く
さ
ん
子
ど
も
た
ち

に
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
」

と
感
謝
し
て
い
た
。

海の子作品展入賞～苫前中学校・古丹別中学校
　

北
海
道
信
用
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
が
主
催
す
る
第
60

回
全
道
漁
協
み
な
貯
金
運
動

協
賛
２
０
１
９
年
度
「
海
の

子
作
品
展
」
の
図
画
の
部
に

出
品
し
た
古
丹
別
中
学
校

（
沼
倉
修
校
長
）
３
年
の
安

藤
知
佐
都
さ
ん
が
優
秀
賞

（
公
財
北
海
道
漁
村
振
興
協

会
理
事
長
賞
）
、
苫
前
中
学

校
（
明
田
豊
校
長
）
３
年
の

千
葉
彩
心
さ
ん
が
優
秀
賞

（
農
林
中
央
金
庫
札
幌
支
店

長
賞
）
、
同
校
１
年
の
村
井

絵
真
さ
ん
が
佳
作
（
漁
村
文

化
開
発
基
金
理
事
長
賞
）
に

選
ば
れ
た
。

　

両
中
学
校
の
美
術
を
指
導

し
て
い
る
梅
原
賢
伸
教
諭
は

「
技
術
的
に
は
ま
だ
勉
強
す

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
背
景

と
見
せ
た
い
部
分
の
メ
リ
ハ

リ
を
描
き
あ
げ
て
い
て
う
ま

く
表
現
で
き
て
い
た
」
と
話

し
た
。

　

安
藤
さ
ん
は
「
魚
の
ヒ
レ

の
部
分
の
色
合
い
や
す
じ
や

着
て
い
る
も
の
の
生
地
の
質

感
を
絵
の
具
で
よ
く
表
現
で

き
た
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
千
葉
さ
ん
は
「
女
性

の
カ
ッ
パ
の
光
と
影
の
部
分

や
網
の
質
感
を
上
手
に
表
現

で
き
た
」、
村
井
さ
ん
は「
タ

コ
の
質
感
や
特
徴
的
な
色
合

い
と
服
の
し
わ
な
ど
を
細
か

く
描
く
こ
と
が
で
き
た
」
と

話
し
た
。

　

な
お
、
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
安
藤
さ
ん
と
千
葉
さ
ん
の

作
品
は
、
第
42
回
全
国
海
の

子
絵
画
展
に
出
展
さ
れ
る
。

安
藤
さ
ん
と
千
葉
さ
ん
は
、

数
々
の
作
品
展
で
入
賞
し
た

が
と
も
に
３
年
生
で
あ
り
、

中
学
校
最
後
の
出
展
と
な
る

こ
と
か
ら
全
国
で
も
入
賞
で

き
れ
ば
と
う
れ
し
い
と
抱
負

も
語
っ
た
。

安藤さん

千葉さん・村井さん
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町
で
は
、
懸
案
事
項
と
し
て
い

た
役
場
庁
舎
の
耐
震
化
と
苫
前
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
の
建
替
え

の
た
め
『
苫
前
町
役
場
庁
舎
耐
震

改
修
及
び
苫
前
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー（
以
下「
コ
ミ
セ
ン
」

と
い
う
。）
建
設
』
の
工
事
入
札

を
令
和
元
年
十
一
月
二
十
八
に
行

な
い
、
同
年
十
二
月
十
九
日
開
催

の
第
四
回
苫
前
町
議
会
定
例
会
で

工
事
契
約
締
結
を
議
決
、
落
札
業

者
と
の
契
約
事
務
を
進
め
た
。
工

期
は
令
和
三
年
三
月
十
九
日
ま
で

と
し
、
実
質
的
工
事
は
令
和
二
年

四
月
か
ら
着
工
、
令
和
三
年
四
月

の
供
用
を
目
指
し
て
い
る
。
な
お
、

コ
ミ
セ
ン
供
用
後
に
は
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
は
解
体

す
る
。

　

工
事
の
種
類
と
契
約
金
額
、
契

約
の
相
手
方
は
次
の
と
お
り
。

　

建
築
主
体
工
事
が
８
９
８
，
７

０
０
千
円
で
（
株
）
竹
中
工
務
店

北
海
道
支
店
（
札
幌
市
）
、
電
気

設
備
工
事
が
８
７
，
１
８
６
千
円

で
山
崎
・
北
海
電
工
経
常
建
設
共

同
企
業
体
（
代
表
・（
株
）
山
崎

電
気
・
苫
前
町
）
、
機
械
設
備
工

事
が
２
０
９
，
０
０
０
千
円
で
日

進
設
備
工
業
（
株
）（
旭
川
市
）
。

総
工
事
費
は
１
，
１
９
４
，
８
８

６
千
円
と
な
る
。
工
事
は
一
括
発

注
で
あ
る
が
、
庁
舎
耐
震
改
修
が

約
７
億
２
千
万
円
（
議
場
含
む
）
、

コ
ミ
セ
ン
が
約
４
億
７
千
万
円
を

見
込
ん
で
お
り
、
財
源
と
し
て
は

有
利
な
起
債
の
過
疎
債
や
緊
防
債

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

耐
震
補
強
を
進
め
る
役
場
庁
舎

は
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
に
供
用

後
約
四
十
年
が
経
過
、
ま
た
、
建

て
替
え
と
な
る
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

昭
和
四
十
五
年
に
建
設
、
約
五
十

年
が
経
過
、
経
年
劣
化
が
目
立
ち

地
域
住
民
ら
か
ら
建
て
替
え
要
望

の
声
が
多
く
聞
か
れ
て
い
た
。

　

こ
の
度
の
工
事
発
注
に
至
る
経

緯
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
策
定

し
た
『
苫
前
町
耐
震
促
進
計
画
』

を
は
じ
め
、
平
成
二
十
八
年
に
策

定
さ
れ
た
『
苫
前
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
』
等
、
施
設
の
長

寿
命
化
推
進
に
取
り
組
む
中
で
、

役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
平
成
二
十

九
年
度
に
「
耐
震
診
断
」
を
実
施
、

翌
三
十
年
度
に
耐
震
補
強
に
よ
る

現
行
施
設
の
活
用
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
同
年
度
当
初
か
ら
職
員
に
よ

る
庁
内
協
議
を
重
ね
て
、
老
朽
化

に
伴
う
建
て
替
え
方
針
を
理
事
者

決
定
し
、『
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
築

に
係
る
住
民
説
明
会
』
（
平
成
三

十
年
十
二
月
二
十
六
日
）
を
開
催

し
て
、
建
設
地
を
役
場
横
の
ポ
ケ

ッ
ト
パ
ー
ク
に
決
定
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
三
十
一
年
三
月
、

現
庁
舎
３
階
の
議
場
が
、
一
般
財

団
法
人
北
海
道
建
築
士
事
務
所
協

会
『
建
築
物
耐
震
診
断
等
評
価
委

員
会
』
に
お
い
て
耐
震
性
確
保
が

出
来
な
い
結
果
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
議
場
部
撤
去
の
計
画
案
に
切

り
替
え
る
こ
と
で
同
評
価
委
員
会

の
承
認
が
得
ら
れ
、
既
に
計
画
を

進
め
て
い
た
コ
ミ
セ
ン
３
階
部
へ

移
設
す
る
計
画
案
に
変
更
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
移
設
建
設
に
伴
っ

て
は
議
会
の
理
解
を
得
て
、
二
度

目
と
な
る
『
苫
前
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
住
民

説
明
会
』（
令
和
元
年
六
月
六
日
）

を
開
催
し
て
コ
ミ
セ
ン
３
階
へ
移

設
変
更
の
了
承
を
得
た
。

　

ま
た
、
福
士
町
長
は
就
任
間
も

な
い
同
年
六
月
四
日
、
再
度
の
住

民
説
明
会
に
先
立
っ
て
、
庁
内
横

断
協
議
の
強
化
を
目
的
に
「
庁
舎

耐
震
改
修
・
苫
前
コ
ミ
セ
ン
新
築

事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
座

長
・
小
澤
副
町
長
ほ
か
職
員
六

名
）」
を
設
置
、
さ
ら
に
同
説
明

会
で
コ
ミ
セ
ン
実
施
設
計
に
は
住

民
の
意
向
反
映
を
確
約
し
た
。
そ

し
て
同
年
六
月
二
十
六
日
に
は
苫

前
中
学
校
区
内
の
町
内
会
を
は
じ

め
、
苫
前
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
、

婦
人
会
、
ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
実
行

委
委
員
会
の
ほ
か
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
代
表
者

ら
を
含
む
十
九
団
体
に
よ
る
『
苫

前
地
区
コ
ミ
セ
ン
・
議
場
複
合
施

設
建
設
実
施
設
計
検
討
会
議
（
以

下
「
検
討
会
議
」
と
い
う
。）』
を

立
ち
上
げ
、
検
討
会
議
を
重
ね
て

要
望
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

住
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
建
設
実

現
を
推
進
し
て
き
た
。

　

こ
の
建
物
は
１
階
（
４
２
５
．

９
１
㎡
），
２
階
（
４
３
８
．
７

９
㎡
）
を
コ
ミ
セ
ン
、
３
階
（
３

５
３
．
８
６
㎡
）
を
議
場
と
し
て

建
設
す
る
。
各
階
渡
り
廊
下
（
６

４
㎡
×
３
総
面
積
１
９
２
㎡
）
で

役
場
庁
舎
と
結
び
、
総
延
べ
面
積

は
１
，
４
１
０
．
５
６
㎡
と
な
る
。

<

別
添
図
面
参
照>

　

１
階
は
茶
話
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

た「
玄
関
ホ
ー
ル
」、「
大
会
議
室
」

「
調
理
実
習
室
」
「
会
議
室
」
を

配
置
。
２
階
は
用
途
に
合
わ
せ
て

間
仕
切
り
が
出
来
る
可
動
壁
を
設

置
し
た
「
小
会
議
室
２
室
」
「
会

議
室
」「
図
書
ス
ペ
ー
ス
」「
多
目

的
活
動
室
」
を
配
置
。
「
多
目
的

活
動
室
」
に
は
住
民
の
健
康
維
持

の
た
め
の
健
康
機
器
の
配
置
も
計

画
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
維
持
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
さ

役
場
庁
舎
を
耐
震
補
強
で
躯
体
を
強
化

　『
苫
前
コ
ミ
セ
ン
』
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
新
設

�

供
用
後
に
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
解
体
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ら
な
る
住
民
の
集
い
と
憩
い
の
場

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

各
階
に
共
通
し
て
「
男
女
ト
イ

レ
」
と
「
多
目
的
ト
イ
レ
」
、「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
」
を
設
置
。
コ
ミ
セ

ン
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
で
同
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
強
化
が
図
ら
れ
、
２
階
や
３
階

議
場
へ
の
傍
聴
も
ス
ム
ー
ズ
に
移

動
で
き
、
渡
り
廊
下
で
役
場
庁
舎

へ
も
移
動
で
き
る
。
ま
た
、
同
施

設
は
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
も

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

庁
舎
の
主
な
各
工
事
概
要
を
見

る
と
『
建
築
主
体
工
事
』
で
は
、

耐
震
補
強
は
庁
舎
南
壁
全
面
と
西

側
の
一
部
を
「
マ
ス
タ
ー
フ
レ
ー

ム
工
法
」
に
よ
る
補
強
を
実
施
、

「
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
壁
箇
所
の
撤
去
」

「
柱
の
炭
素
繊
維
巻
き
」
で
の
補

強
、「
議
場
解
体
」
、
耐
震
化
に

伴
う
改
修
工
事
で
は
「
１
階
自
動

ド
ア
取
替
」
「
教
育
長
室
の
壁
撤

去
（
教
育
長
室
を
現
中
部
森
林
組

合
事
務
所
へ
変
更
の
た
め
）」。『
電

気
設
備
工
事
』
で
は
、「
発
電
機

の
増
設
」「
キ
ュ
ー
ピ
ク
ル
取
替
」

「
蓄
電
池
の
設
置
」
「
計
装
盤
、

動
力
盤
取
替
」。『
機
械
設
備
工
事
』

で
は
、「
暖
房
設
備
の
一
部
取
替
」

「
オ
イ
ル
タ
ン
ク
清
掃
」
な
ど
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
役
場
庁
舎
は
列
記
し
た

と
お
り
耐
震
補
強
工
事
と
し
、
大

規
模
な
改
修
工
事
は
見
送
る
こ
と

と
し
た
。

【苫前町役場庁舎耐震改修及び苫前地区コミュニティセンター建設工事】

［１階平面図］

［２階平面図］

［３階平面図］

＜役場庁舎・消防庁舎＞＜コミュニティセンター＞　
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いざんば康健

健　　康
ばんざい

　

日
本
人
男
性
の
３
人
に
２
人
、

女
性
で
も
２
人
に
１
人
が
が
ん
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
若
く

て
も
、
こ
れ
ま
で
病
気
ひ
と
つ
し

た
こ
と
が
な
く
て
も
、
突
然
が
ん

が
見
つ
か
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

ご
自
身
や
家
族
、
親
し
い
人
が

が
ん
と
向
か
い
合
う
こ
と
に
な
っ

た
と
き
の
備
え
と
し
て
、
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

【
が
ん
に
な
る
仕
組
み
】

　

が
ん
細
胞
は
健
康
な
人
の
身
体

で
も
毎
日
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
免
疫
細
胞
が
そ
の
都
度

退
治
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
が
ん

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
ば
こ
な
ど
の
要
因
で
が
ん
細

胞
が
身
体
の
中
で
増
え
続
け
た
り
、

免
疫
の
働
き
が
衰
え
る
こ
と
で
、

や
が
て
が
ん
細
胞
が
塊
か
た
ま
りと
な
っ
て

「
が
ん
（
悪
性
腫
瘍
）」
と
な
り

ま
す
。
塊
に
な
っ
た
細
胞
も
、
そ

の
場
で
と
ど
ま
っ
て
い
れ
ば
“
良

性
”
と
呼
ば
れ
、
切
除
し
て
し
ま

え
ば
命
に
か
か
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

細
胞
の
塊
が
そ
の
場
に
留
ま
っ

て
い
る
段
階
で
あ
れ
ば

治
療
は
比
較
的
容
易
で

す
が
、
転
移
す
る
と
完

治
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
が
ん
に
よ

る
死
亡
を
減
ら
す
た
め

に
も
、
定
期
的
な
検
診

に
よ
る
「
早
期
発
見
」

が
大
切
で
す
。

【
が
ん
を
防
ぐ
に
は
？
】

　

日
本
で
は
、
男
性
の

が
ん
の
原
因
の
５
割
以

上
、
女
性
で
も
３
割
弱

が
喫
煙
な
ど
の
生
活
習

慣
や
感
染
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生

活
習
慣
を
見
直
し
た
り
、
よ
り
良

く
す
る
こ
と
が
、
が
ん
の
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

が
ん
研
究
振
興
財
団
が
公
開
し

て
い
る
「
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
新

12
か
条
」
は
、
日
本
人
を
対
象
と

し
た
調
査
や
研
究
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
証
拠
を
元
に
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

〈
運
動
〉

・
毎
日
15
分
程
度
の
軽
い
運
動
で

も
、
心
血
管
疾
患
や
が
ん
の
予

防
に
役
立
ち
ま
す
。

〈
食
事
〉

・
男
性
ホ
ル
モ
ン
や
女
性
ホ
ル
モ

ン
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
材
料

と
な
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。
肉
を

多
く
食
べ
て
性
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
が
増
え
る
と
、
前
立
腺
や
乳

房
で
細
胞
増
殖
が
活
発
に
な
り
、

が
ん
が
で
き
や
す
く
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
肉
の
消

費
量
が
高
い
国
ほ
ど
、
大
腸
が

ん
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
の
で
、
魚
も
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
胃
が
ん
の
約
95
％
が
ピ
ロ
リ
菌

へ
の
感
染
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
に
よ
っ
て
胃

が
慢
性
的
に
炎
症
状
態
に
な
る

と
、
が
ん
細
胞
が
増
え
る
確
率

が
高
ま
り
ま
す
。
塩
分
の
多
い

食
事
は
ピ
ロ
リ
菌
に
よ
る
炎
症

を
助
長
す
る
の
で
、
控
え
た
方

今
月
の
担
当
は 

宮
﨑
主
任
保
健
師 

で
す

が
ん
の
知
識
と
予
防
に
つ
い
て

が
良
い
で
し
ょ
う
。

・
熱
い
も
の
も
食
道
の
粘
膜
を
傷

つ
け
、
発
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
の
で
、
摂
り
過
ぎ
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

〈
た
ば
こ
〉

・
た
ば
こ
の
煙
に
は
発
が
ん
性
物

質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
肺
が
ん

の
最
大
の
原
因
は
た
ば
こ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
が
な
く

な
る
と
、
日
本
人
男
性
の
が
ん

死
亡
全
体
の
約
４
割
が
な
く
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
禁
煙
を
続
け
る
こ
と
で
、
肺
が

ん
で
の
死
亡
率
は
確
実
に
減
り
、

15
～
20
年
す
れ
ば
た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
人
と
同
じ
く
ら
い
に
な

り
ま
す
。

・
た
ば
こ
を
吸
う
と
一
時
的
に
ス

ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
が
、
実
際
は
喫
煙
で

ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
な
っ
て
お

ら
ず
、
ニ
コ
チ
ン
切
れ
に
な
る

こ
と
が
ス
ト
レ
ス
を
生
み
出
す

も
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ラ

イ
ラ
な
ど
の
禁
煙
の
離
脱
症
状

は
、
２
～
３
日
目
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
軽
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

・
喫
煙
者
の
７
割
が
、“
禁
煙
し

た
い
と
思
っ
て
い
て
も
や
め
ら

れ
な
い
”
と
い
う
ニ
コ
チ
ン
依

存
症
の
状
態
で
す
。
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
の
治
療
は
医
療
保
険
が

使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

禁
煙
外
来
を
活
用
し
て
禁
煙
を

成
功
さ
せ
る
こ
と
も
一
つ
の
方

法
で
す
。

【
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
】

　

早
期
の
が
ん
に
は
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
痛
み
な

ど
何
か
し
ら
の
症
状
が
出
る
の
は
、

原
則
と
し
て
進
行
が
ん
で
す
。
症

状
が
出
る
前
に
が
ん
を
見
つ
け
る
、

が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

苫
前
町
で
は
、
胃
が
ん
、
肺
が

ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮

頸
が
ん
の
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
約
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、

希
望
の
日
時
が
あ
る
方
は
、
予
約

開
始
後
に
早
め
の
連
絡
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
予
約
の
開
始
日
等

の
詳
細
は
改
め
て
チ
ラ
シ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
回
覧
等
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

が
ん
を
防
ぐ
生
活
習
慣
と
早
期

発
見
の
た
め
の
が
ん
検
診
、
こ
の

二
段
構
え
で
、
が
ん
に
よ
る
死
亡

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

がんを防ぐための新12か条
1条 たばこは吸わない
2条 他人のたばこの煙を避ける
3条 お酒はほどほどに
4条 バランスのとれた食生活
5条 塩辛い食品は控えめに
6条 野菜や果物は不足にならないように
7条 適度に運動
8条 適正な体重維持
9条 ウイルスや細菌の感染予防と治療
10条 定期的ながん検診を
11条 身体の異常に気がついたら、すぐに受診を
12条 正しいがん情報でがんを知ることから
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お問い合わせ　　苫前町地域包括支援センター　　☎　６４－２２１５

◆事業のお知らせ◆
●３月10日（火）午前９時30分より苫前町公民館において「第６回寿いきいき教室」が開催されます。
一般社団法人北海道歯科衛生士会旭川支部から齊藤美香歯科衛生士を講師に迎え、「お口の健康」
について講話をいただきます。今年度最後の教室となっておりますので、ぜひご参加ください！

アケ括包域地 りよだ

★認知症ってどんな病気？
　認知症は、様々な原因で記憶や思考などの脳の機能（認知機能）が正常に働かなくなり慢性的
に日常生活に支障をきたしている状態をいいます。
　認知症の中でも多いのはアルツハイマー型認知症ですが、認知症を引き起こす病気によって症
状も異なり、また治る病気や一時的な症状の場合もあります。高齢者では年齢とともに認知症の
患者数は増え、75 歳以上から急増します。年をとると身体だけではなく脳も衰え、高齢者の４人
に一人が認知症またはその予備軍だとも言われています。そのため、介護を受ける人が認知症で
ある場合も増えています。
　介護する方がよく見聞きする行動で次のことがあります。
■「家に閉じこもりがちで、外に出たり人と会うことを嫌がる」
⇒　認知症が進行することや身体の衰えでかつての行動力が低下し、家にいる時間も長くなり
ます。人との関わりが少なくなることで孤独感や不安を感じ、寂しさが募ります。物忘れを
自覚している場合は、周りの人に迷惑をかけたくないと、一緒にいてもらうことを拒んでし
まうこともあります。できないことを認めることがどんなにつらいことか理解することは難
しいことですが、まずつらさを受け止め、できることを一緒にみつけていきましょう。「自分
にもできることがある」と思うことで自信を取り戻し、いきがいにもつながっていきます。
　そのために、人と話すことができたり、楽しめることを考えることができるように環境を
整えることができるとよいでしょう。
　一般的な対応方法を紹介しました。認知症の方の状態に合わせて工夫してみましょう。

★認知症サポーター養成講座
　町民のみなさまを対象に認知症サポーター養成講座を開催しています。
　「認知症サポーター」とは、認知症について正しい知識をもち、認知症の方や家族を温かく見守
る応援者のことです。その役割は何か特別なことをするのではなく、例えば、困っている認知症
の方がいたら声をかけたり、認知症の方を介護している家
族などにねぎらいの言葉をかけるなどがあります。
　令和元年 12 月 31 日現在、全国にサポーターは約 1,234 万
人おり、当町のサポーターは 378 人、サポーター養成講座
の講師役となるキャラバンメイトは８人います。
　規定の講座を受講すれば、どなたでも認知症サポーター
になることができ、その証であるオレンジリングが与えら
れます。
　この講座は、町内会や学校、職場、サークル、お友達同士など、３～５人の少人数でも開催で
きます。今後、苫前町社会福祉協議会と協力し「すまいる塾」にて認知症サポーター養成講座受
講者向けのステップアップ講座を実施する計画もあります。興味のある方は「苫前町地域包括支
援センター（電話 64-2215）」へお問合せください。
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つくろう健康　幸せの未来づくり

お問い合わせ先　北海道後期高齢者医療広域連合
　〒060-0062　札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階
　　　　　　　　電話　011-290-5601

お住まいの市区町村
苫前町　住民生活課住民係
電話　64－2213

後期高齢者医療ガイド
■　高額介護合算療養費について
　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の合計が限度額を超えた
ときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。なお、手続きには役場
窓口への申請が必要となります。
○　後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
○　支給額が 500 円以下の場合は支給されません。

◆　自己負担限度額表� 【１年分の計算期間：８月１日～翌年７月 31 日】

負担割合 区　　　分 自己負担額の合計の基準額

3割 現 役 並 み 所 得 者
【課税所得690万円以上】２１２万円
【課税所得380万円以上】１４１万円
【課税所得１４5万円以上】　6７万円

１割
一 般 56万円

住民税非課税世帯
区 分 Ⅱ（※１） 3１万円
区 分 Ⅰ（※２） １9万円

※１　世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方
※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、その受給額が 80 万円

以下）、または老齢福祉年金を受給している方

■　医療費通知を全受診者へ送付しています
　広域連合では被保険者の皆様の医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を、対象期間
に医療機関等を受診した全ての被保険者の皆様へ送付しています。
　発送月は、９月下旬と３月初旬の年２回です。

【イメージ図】

医者齢高期後 ドイガ療

申請される方は、住民生活課住民係または古丹別支所に提出してください。

◆ 医療費通知の活用について

○ 医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。
○ 健康診査など、皆様の健康保持・増進に役立つ情報が記載されています。
○ 診療日数等に間違いがないか確認しましょう。

※この通知は皆様の受診状況についてお知
らせするもので請求書ではありません。
※この通知は医療費控除の申告手続きで医
療費の明細書として使用することができ
ます。医療費控除の申告に関することは、
税務署にお問い合わせください。
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